
仕  様  書 
 

茨城県古河市立古河第一中学校  

１ 改定の理由 

  本校においては、これまで詰襟学生服・セーラー服を学校指定制服としてきた。近年の急激な気候変

動への対応やジェンダーフリー等の多様性への配慮など、すべての生徒が快適で互いの価値観を認め

合える学校環境づくりのために、令和８年４月入学時から新たな制服を導入することとした。但し、物

価高騰や賃金の問題などの社会経済情勢を鑑み、一定期間、現在の学校指定制服に選択肢を加える形で

導入するものとする。 

 

２ 制服メーカー選定の概要 

(1) 事業者の提案をもとに、新制服のデザイン及び新制服に関する詳細な仕様を選定する。 

(2) 縫製方式は、各社縫製方式とする。 

(3) 販売の際は、本校学校区の衣料品組合を販売ルートに含める。 

 

３ 基本要件 

  ○ 多様性に配慮し、誰もが安心して着用できるもの 

  ○ 清潔さや着心地、動きやすさなど、機能性を向上させたもの 

  ○ 耐久性が高く、３年間着用してもよい状態が保てるもの 

  ○ アフターフォロー（成長に合わせたサイズ調整等）ができるもの 

  ○ 他校との視認性を高め、本校の生徒として誇りある学生生活を送るための差別化を図ったもの 

  ○ 価格は、現在のものと同等程度の額となるもの 

 

４ 内 容 

(1) ブレザー 

・男女 

・冬用 

・内ポケット左右、ボタン及びエンブレムは本校オリジナルのもの 

(2) スカート、スラックス 

・男女（選択可） 

・夏用、冬用 

・ポケットあり 

(3) ネクタイ、リボン 

・男女（選択可） 

・通年 

・定形型で結ばないもの、柄は本校オリジナルのもの 

(4) ポロシャツ 

・男女 

・夏用 

・色は紺又は黒、胸ポケットあり、スラックスやスカートには入れない仕様 

 

５ サンプルについて 

  ○ 提案サンプルは、スーツスタイルと夏用ポロシャツ。 

  ○ ボディ（顔・手・足なし）に着せた状態とし、上着の内側には白いシャツを着用する。 

  ○ ボディは、男子１体、女子２体（スカート、スラックス）の３体とする。 

  ○ 概算価格を提示する。現在の制服との価格差を示す。 

（ジャケット、ボトム、ネクタイ又はリボンの３点合計で￥○○○○○～￥○○○○○（税込）） 

 

６ その他 

見積限度額については、原則として、現状購入金額を上回らないこと。 

※現状購入金額内では品質確保が困難な場合は、理由を明確にした上で提案すること。 

[ 別 紙 ] 


